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討
し
て
い
き
ま
す
。
自
主
防
災
組

織
や
管
理
組
合
、
企
業
を
巻
き
込

ん
だ
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

防
災
資
機
材
の
整
備
を

震
災
時
に
光
の
確
保

は
重
要
だ
が
、
発
電
機
や
投
光
器

の
な
い
町
会
・
自
治
会
が
あ
る
。

防
災
資
機
材
整
備
に
関
す
る
今
後

の
対
応
は
。

防
災
資
機
材
全
体
と
し
て
更

な
る
整
備
を
し
、
必
要
品
目
の
達

成
率
一
〇
〇
％
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ

い
て

鶴
ケ
岡
地
区
に
未
利

用
市
有
地
を
活
用
し
た
防
災
備
蓄

倉
庫
の
設
置
の
考
え
は
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の

中
で
、
消
防
団
大
井
第
四
分
団
隣

地
を
含
め
市
有
地
等
活
用
の
検
討

総

合

政

策

市
政
を
問
う　

一
般
質
問

※
問
と
答
の
内
容
は
、
各
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

※

の
下
の
氏
名
は
発
言
議
員
名
で
す
。　

震
災
の
教
訓
と
対
策

東
日
本
大
震
災
の
教

訓
と
対
策
に
つ
い
て
は
。

帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
た
こ

と
や
、
通
信
手
段
が
途
絶
え
た
こ

と
な
ど
が
あ
り
、
地
域
防
災
計
画

を
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

に
地
域
で
活
動
の
中
心
と
な
る
自

主
防
災
組
織
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。マ

ン
シ
ョ
ン
の
震
災
対
策

の
充
実

昨
年
の
大
震
災
か
ら

一
年
が
経
過
。
防
災
計
画
の
見
直

し
に
当
た
り
、
市
防
災
計
画
で
の

位
置
づ
け
を
強
化
し
、
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
確
立
な
ど
マ
ン
シ
ョ

ン
に
特
化
し
た
対
策
が
必
要
で

は
。

地
域
防
災
計
画
へ
の
見
直
し

の
中
で
、
位
置
づ
け
の
強
化
を
検

ま
す
。

環
境
基
本
計
画
・
行
動
計

画
に
関
し
て

環
境
基
本
計
画
・
行

動
計
画
の
第
一
期
が
終
了
す
る

が
、
今
後
の
見
通
し
や
取
り
組
み

は
。

環
境
を
知
り
、
守
り
、
育
む

に
は
人
づ
く
り
が
重
要
で
、
教
育

機
関
と
の
連
携
も
必
要
で
す
。
環

境
講
座
、
環
境
フ
ェ
ア
、
自
然
体

験
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
等
を
通

し
、
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

商
業
振
興
策
に
つ
い
て

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
﹁
リ
ズ
ム
﹂
が
改
修
工
事
を
行

広
域
ご
み
処
理
施
設
周
辺

の
生
活
環
境
対
策

広
域
ご
み
処
理
施
設

建
設
に
伴
う
駒
林
・
新
田
・
中
福

岡
・
福
岡
の
生
活
環
境
対
策
は
。

道
路
・
水
路
整
備
な
ど
地
域

要
望
で
平
成
二
十
二
年
度
に
協
定

を
締
結
し
、
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
計
画
的
に
整
備
中
で
す
。

平
成
二
十
四
年
度
に
予
算
化

し
て
い
る
道
路
整
備
で
、
富
士
見

市
と
接
続
す
る
箇
所
の
事
前
協
議

は
。

こ
れ
か
ら
行
な
う
予
定
で
す
。

太
陽
の
家
の
今
後

老
人
セ
ン
タ
ー
・
太

陽
の
家
は
、
新
施
設
で
も

高
齢
者
福
祉
計
画
を
位
置

づ
け
た
運
営
に
。

新
施
設
は
、
余
熱
を

利
用
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
広
く
利
用
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

で
す
。
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
場
に
も
し
て

い
き
た
い
。
工
事
期
間
中

は
、
現
太
陽
の
家
の
利
用

者
が
大
井
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

バ
ス
運
行
も
予
定
し
て
い

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
井
総
合
支
所
の
機
能
の

充
実
を

高
齢
者
や
子
育

て
、
教
育
に
関
す
る
業
務
な
ど
、

特
例
の
も
の
を
除
く
す
べ
て
の
業

務
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

日
常
生
活
に
関
す
る
業
務
は

対
応
で
き
る
よ
う
改
善
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
大
井
総

合
支
所
で
す
べ
て
の
業
務
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。

公
共
施
設
に
自
動
二
輪

車
駐
車
場
の
整
備
を

自
動
二
輪
車
の

駐
車
場
が
な
い
。
公
共
施
設

に
自
動
二
輪
車
駐
車
場
の
整

備
を
。専

用
駐
車
場
を
確
保
す

る
の
は
困
難
で
す
。
自
転
車

駐
車
場
に
自
動
二
輪
車
も
利

用
で
き
る
施
設
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
よ
う
、
看
板
を
設

置
し
ま
す
。

大
井
保
健
セ
ン
タ
ー
の
今

後

大
井
総
合
支
所

複
合
施
設
完
成
後
、
今
の
大
井
保

健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
て
い
る

事
業
は
。

健
診
・
予
防
注
射
・
相
談
事

業
は
複
合
施
設
の
保
健
事
業
対
応

の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

大
井
保
健
セ
ン
タ
ー
を
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
建

て
替
え
て
は
ど
う
か
。

建
て
替
え
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。公

共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
導
入
後
、
公
平
性
の
面
で
問

題
が
あ
る
。
是
正
に
つ
い
て
は
。

抽
選
予
約
に
お
い
て
、
重
複

し
て
抽
選
申
し
込
み
を
し
て
い
る

実
態
が
あ
り
ま
す
。
予
約
方
法
の

見
直
し
を
行
な
う
な
ど
、
早
急
な

是
正
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

な

い
、

夏

ご

ろ

オ
ー
プ
ン
予
定
。

周
辺
地
域
の
一
体

的
な
商
業
活
性
化

を
、
市
と
し
て
も

考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

こ
の
地
域
が

市
内
外
か
ら
人
を

呼
び
込
み
、
相
乗

効
果
を
持
っ
て
、

周
辺
や
市
内
商
業

の
活
性
化
が
図
れ

る
こ
と
を
期
待
し
、
市
も
商
工
会

と
連
携
を
図
り
、
側
面
か
ら
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
の
移
転
後

跡
地
活
用
の
考
え

は
。

財
政
上
、
本
市
が
跡
地
を
活

用
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
消
防
本

部
と
構
成
市
町
で
協
議
し
て
い
く

問
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
可
能

な
限
り
地
域
課
題
を
か
な
え
、
魅

力
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

医
療
・
福
祉

大井保健センター

工事中のアウトレットモール

入間東部地区消防組合消防本部

県立福岡高校

ふじみ野市消防団大井第４分団隣地

今
後
の
小
児
救
急
は

志
木
市
立
市
民
病
院

で
の
小
児
救
急
診
療
の
継
続
が
不

透
明
。
本
市
で
の
小
児
救
急
は
今

後
ど
う
な
る
の
か
。

初
期
救
急
は
東
入
間
医
師
会

の
小
児
時
間
外
救
急
診
療
所
で
行

一 般 質 問

て
い
き
た
い
。

福
岡
高
校
の
統
廃
合
後
に

つ
い
て

学
校
施
設
活
用
の
考

え
は
。

新
校
基
本
計
画
で
は
、
地
元

関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
き

た
経
緯
を
踏
ま
え
今
後
の
利
活
用

を
検
討
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
地

域
住
民
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。

な
っ
て
お
り
、
二
次
救
急
は
県
が

整
備
し
ま
す
。
本
市
は
川
越
医
療

圏
で
す
が
、
志
木
市
立
市
民
病
院

を
受
診
す
る
小
児
も
い
る
の
で
、

平
成
二
十
四
年
度
以
降
も
、
今
の

体
制
を
堅
持
す
る
前
提
で
財
政
支

援
の
意
思
表
示
を
し
て
い
ま
す
。




